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上記の重点を受けて、本校では校内推進プランを進めてきた。 

今年度の重点 

１ カリキュラムの見直し 

（１） Globe授業にかかわる指導方法、評価方法の充実 

（２） Communication 要素の評価（CAN-DO リスト）の充実 

２ 国際教育の接続について 

（１） Local/Global 要素の系統性の確立 

（２） 教科横断的指導の充実 
 

2020年度 

Globe実践をふり返って 
         東川小学校 
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１．Globe 授業にかかわって 

【単元デザインの充実】 

 

本校では、単元デザインの

充実を目指して、右のように

既習事項、児童の実態、教師

の願いから単元のねらいを

設定し、単元の流れもこの 1

枚でがわかるように「単元デ

ザインシート」を作成した。 

これにより、目指す子供像

が明確となるとともに、単元

の流れを意識しながら授業

を進めることができた。ま

た、「導入」「中間（中盤と山

場）」「終末」の流れでの中で、

L、G、C 要素の評価場面も

より具体的に意識できた。 

 子どもたちにとっても、ゴ

ールが明確になっているの

で、見通しをもって学習を進

めることができた。（特に中

学年）しかし、単元によって

は山場だけで終わるのでは

なく、思考が深まる場の設定

が必要だった（特に高学年）。 

 単元および単位時間の目

標については、必要に応じて

その都度修正をしていった

ので、カルキュラムに反映さ

せていく必要がある。 

研修の柱１ 【単元デザイン】 

①カリキュラムを自分ごとに 

→L・G・Cの要素の関連。カリキュラムをものさしに。 

②指導内容を子ども目線で 

→Goal となる活動の「目的・場面・状況」の検討。 

③つけたい資質能力を育てられるか。 

→子どもへの「願い」をもって、何を身に付けさせるか。 

→単元のどの場面でどの資質・能力を評価するか。  2 年生 CIR と楽しく交流 
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【評価の在り方】 

本校では、数値化しにくく、ペーパーテストなどでも評価しにくい観点を見取るための手段として、

ルーブリック評価を取り入れている。（小学校各教科「評価・評定」のすべてより）学習到達度を示す

評価基準を観点と尺度からなる表として示したものを作成し、Today’s Goal の子どもの具体的な姿をお

さえることができると考えた。このことにより、教師は、ブレのない目標と評価が実現可能となり、子

どもは自分がどの段階にいるのか、自らの学びを振り返りながら意欲的に学習すると考え実践を積み重

ねてきた。 

また、L/G 要素の思考・判断・表現の評価について実践を進めてきた。 

子どもの姿を具体的に言葉で表現したことで、子どもも授業者も単位時間および単元の Goal が明確と

なり、互いに意識して授業に臨むことができた。 

しかし、正直難しいということがわかった。また、L/G 要素の思考・判断・表現にかかわる学習はあま

りないので、カリキュラムに意識できるようにしてもよいのではないかと考える。 

研修の柱２ 【評価の在り方】 

①評価する資質能力の具体を考える 

→子供の姿で想像する。 

②単元における評価場面と評価方法の焦点化 

→知識技能は、「CAN-DO リスト」を元に。思考判断表現は、「パフォーマンス評価」を視点の１つ

として。主体的に学習に取り組む態度については、「学ぶ楽しさ」を。 

③評価内容・場面・方法の精選によって、持続可能な評価に 

→子どもと教師の両方のために、精選を。 

 

 

 外国の方と直接交流することで，より東川の文

化を伝えたい意欲が高まり，郷土愛につながる。

またＣＩＲから母国の文化を聞くことでより他国

の文化を受け入れることにつながる。互いの地域

の行事を伝えよう         ≪5 年生≫ 

 

 

CIR からのビデオメッセージで「日本の

遊びを教えてほしい」という問題提起で、

子どもたちは遊びを教える目的と楽しんで

ほしいという思いが生まれる。日本の遊び

を教えよう         ≪4 年生≫ 

他国の珍しいものを直接尋ねる活動を知ら

せ、その国のあいさつや自然、食べ物などを

調べることで、歓迎の気持ちや他国への興味

が深まる。世界の国のことをたくさん聞こう 

≪2 年生≫ 
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【個への手立て】 

1 年生では、事前に手立てを考えておくように実践

を進めてきた。その一方で、その時間になってみない

と予想できない動きをする児童もいる。今回、なかな

か自分から買い物に行けない児童へ、「おつかいを頼

む。」という形で話してみると、やる気がアップした

り、買う物を選べたりした子もいた。臨機応変な対応

も大切だからこそ、予め共通理解のもと、事前の手立

てを考え、役割を分担してサポートできたことがよ

かった。 

4 月のアンケート（3 年生以上）では、Globe 嫌いの児童

が各学級に 1 割前後の割合で存在していた。そのほとんど

が「英語について自信がない」「英語が嫌い」（10 人中９人）

であった。（「人と話すのが恥ずかしい」（1 人）も少し）。 

 そこで、Globe が好きになるように他の子どもよりも多い

声かけ、取り組むことができるワークシートの工夫、参加で

きるためのグループ作りの工夫など、その児童にあった手

立てを考え、変容が見られた取組について記録していった。 

日本と世界の数え方の共通点や相違点を見つける場面 

S:他国の国同士の数え方の相違点を見付け、表現してい

る。 

A:日本と他国との数え方の相違点を見付け、表現してい

る。 

≪３年生≫ 

日本と世界の衣服について考える場面 

Ｓ：世界の服についての特徴と日本の着物の特徴を関連付

け、そのよさを根拠をもって表現している。 

Ａ：体験をもとに気候、着る場面などから、世界の服につ

いてのよさについて考え、表現している。また、日本の服

についてもよさを再確認している。 

≪６年生≫ 

1 年生 ふり返りシート 

3 年生 英語劇を参観日で披露 

英語で買い物ゲームをする場面 

Ｓ：２回目の買い物シートに１０種類のうち８種以上の果物 

に印がついている。果物や Here you are. など言えない子

に教えている。 

Ａ：２回目の買い物で１回目よりも３～４種ほど増えている。 

店と客役を自信をもってできている。≪1 年生≫ 
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４年生では、４月当初にとったアンケート

をもとに、Globe を苦手とする児童とその理

由を、左記の表のようにまとめた。表では、

Globe を苦手とする児童を青、好きな児童を

オレンジで表し、指導者が明確に把握できる

ようにした。これを受け、毎週行われる打ち

合わせでは、その時の学習内容を踏まえて、

児童の実態に応じた手立てを担任と JTE と

考え実践した。具体的には、「チーム編成の

考慮」「担任と JTE と ALT の役割分担と支

援する児童の明確化」「困難への見通しおよ

び学習方法の自己選択」「単元ゴールの明確

化と練習時間の十分な確保」「ワークシート

による学習内容の明確化」「イラストなど視

覚的情報の効果的活用」などが挙げられる。 

 その結果、Globe への苦手意識を持ってい

た児童が、秋以降の学習では、意欲的に学習

へ参加する姿が見られるようになり、苦手で

逃げ出していた児童も、日本の遊びを世界の

方に進んで伝える姿が見られた。 

また、アンケートの結果では、Globe への

苦手意識を持つ児童の人数が減少した。（４

月のアンケートでは、Globe が苦手と答えた

児童が９人いたが、１１月のアンケートで

は、３人になった）。 

このように、一人ひとりの Globe への興

味・関心を把握し、実態に合った指導内容や

支援体制に取り組むことが成果として挙げ

られる。 

 

8 月 いろいろな取組をするが，やりたがらない態度が目立つ。 

９月 アルファベットビンゴには，やはり興味を示した。また，アルファベット探しプリントにも興

味を示し，取り組むことができた。 

10 月アルファベット人文字～参加できた。発話することは少ないが、今までの参加の姿勢とはちが

い、一緒に活動することが増えた。 

What’s this クイズ～自分の好きなカブトムシをクイズにすると、グループ内で進めることができた。 

3 年生 8 月からの様子と手立て 

4 年生 4 月からの変容の様子 

4 年生 ALT に竹とんぼのコツを教えている 
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２．国際教育の接続について 

【L/G 要素の充実】 

 昨年度の反省で、「Local 要素の学習が少ない」というご指摘を受けて、Globe10 を下のように日本や

世界の文化について体験を通して学ぶ活動を実践している。 

小学校では、ゲストを呼びいろいろな体験をさせることで、日本や世界の文化を感じ取り、比較し、そ

れぞれの文化のよさを見つけ、国際教育の推進を図っている。 

1 年生のテーマは「ダンス」。 

Local 要素として、日本舞踊を教えてもらった。 

この後、世界のダンスを教えてもらい、L/G 要素

の体験活動でそれぞれの文化を体感する。 

≪1 年生≫ 

５年生のテーマは「コーヒー・お茶」から「文様」に

変更。 

コロナ禍で、飲食をともなう学習が制限されたため、

急遽内容を見直し、「文様」について学ぶことにし

た。日本の伝統文様を学んだ後、ラトビアの文様につ

いてＣＩＲから教えてもらい、それぞれの特徴や共通

点について考えた。この後、アイヌ文様について学

び、オリンピック・パラリンピックのラトビア選手へ

の応援メッセージを文様を施して作成する。                      

≪５年生≫ 

外部講師から日本舞踊を教えてもらう 

CIR から文様について教えてもらう 
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【Globe 別葉の活用】 

 1・2 年生の生活科はもちろん、3 年生の算数

「棒グラフ」と「What do you like?」で高学年

好きな物調べ、5 年生の         ６

年生の「世界っておもしろい」と家庭科「衣服」、

学校行事「修学旅行」の世界の民族衣装につい

てなど、Globe 別葉を活用して進めてきた。 

 今年度は、研究授業の指導案にも位置づいて

おり、より意識して取り組むことができた。 

 

 

 

 

 しかし、十分に関連して学習を進められたかというと、そこまで至っていないと感じている。算数のグ

ラフ、社会の歴史や公民、理科の家庭科の被服など、実践してみて分かったことも多いので、今後も関連

できるところを確実に実施していくことが必要である。 

6 年生のテーマは「服」。 

Local 要素として、着物について教えてもら

い、浴衣を実際に着た。Global 要素として、世

界の民族衣装も着せてもらい L/G 要素の体験活

動を通して、それぞれの文化のよさを考えた。 

≪6 年生≫ 

4 年生 指導案より（L/G 要素）

GlobeMeeting(毎週木曜日) 

６年生 Globe 別葉 
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３．人と人のつながり 

 本校では、各学年で Globe 打ち合わせを定期的に行い、

HRT（学級担任）・STE（特別支援担当教諭）・ALT・JTE

（Globe 担当）みんなで授業づくりを進めている。実は、

これが授業づくりにおいて一番大事な取組であると考え

る。研究開発研究推進委員会（ワーキンググループ）作成

のカリキュラムの学習内容共通理解、各学年児童の実態に

あった指導方法、評価方法の工夫などは、この場で話し合

われている。 

 

４．今年度の成果と課題（〇成果、●課題） 

○ 単元デザインについて、単元のゴールが明確に示されているので、子供も見通しをもって取り組むこ

とができた。 

○ ルーブリックを活用することで、単元や本時の目指す子どもの姿が明確になるので、そのための指導

や評価の具体につながった。 

○ 外部人材を継続的に活用してきたことで、目的をもって活動ができた。また、相手を意識して学習を

進めようとする姿が多く見られた。伝えるために必要な英語も何回も練習し、できるようになった子

も増えた。 

○ 体験的な活動を多く取り入れてきたことが、文化を感じたり比較したりする上で、とても重要だっ

た。交流場面では、体験したことをもとに自分の言葉で伝え合うことができていた。 

○ Globe 嫌いをなくすために、支援の方法を工夫してきたことで、Globe 好きが増えた。また、個に応

じた支援について進めることができた。 

● 「単元のゴール」が習得したものを生かして思考を深める場面をもっと重視すべきである。 

● L/G 要素の思考・判断・表現の評価は、単元において多くはない。1 年間を通して達成できたかどう

かを見取ることが必要である。したがって、カリキュラムのどこに位置付けてあるのかを明確に表示

すべきではないかと考える。 

● Globe 嫌いの原因は「英語が苦手」「人と関わるのが苦手」である。苦手の原因は自己肯定感の低さ

にも起因している。それらの原因を解決するために、個への支援を中心に手立てとして進めてきたの

で、一応の成果が出たものの、人と関わることについても Globe の時間だけで改善できることでは

ない。学級経営や他教科など全ての教育活動を通して解決していきたい課題である。 

● Globe 別葉について意識しながら進めてきたこともあったが、不十分であった。 

4 年生 GlobeMeeting(毎週木曜日) 

JETｓの協力あっての Globe 


